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一般会計歳入

一般会計歳出
◎歳出の内訳グラフ

◎歳入の内訳グラフ

歳出合計
112億
3589万円

歳入合計
118億
4748万円

人件費
15億7687万円
（14.0％）

人件費
15億7687万円
（14.0％）

地方交付税
51億1467万円
（43.2％）

地方交付税
51億1467万円
（43.2％）

町債
12億8640万円
（10.9％）

町債
12億8640万円
（10.9％）

県支出金
12億9277万円
（10.9％）

県支出金
12億9277万円
（10.9％）

国庫支出金
7億1139万円
（6.0％）

国庫支出金
7億1139万円
（6.0％）

町税
15億2088万円
（12.8％）

町税
15億2088万円
（12.8％）

繰越金
7億9366万円
（6.7％）

繰越金
7億9366万円
（6.7％）

各種譲与税・交付金
4億1579万円
（3.5％）

各種譲与税・交付金
4億1579万円
（3.5％）

扶助費
9億4356万円
（8.4％）

扶助費
9億4356万円
（8.4％）

公債費
14億634万円
（12.5％）

公債費
14億634万円
（12.5％）

物件費
22億2300万円
（19.8％）

物件費
22億2300万円
（19.8％）

繰出金
14億519万円
（12.5％）

繰出金
14億519万円
（12.5％）

補助費等
13億5672万円
（12.1％）

補助費等
13億5672万円
（12.1％）

普通建設事業
17億7658万円（15.9％）
普通建設事業
17億7658万円（15.9％）

災害復旧費　1617万円（0.1％）災害復旧費　1617万円（0.1％）

積立金　3億3080万円（2.9％）積立金　3億3080万円（2.9％）

その他　2億66万円（1.8％）その他　2億66万円（1.8％）

寄附金
　2億2873万円
　（1.9％）

寄附金
　2億2873万円
　（1.9％）

その他
（使用料及び手数料など）
　4億8318万円（4.1％）

その他
（使用料及び手数料など）
　4億8318万円（4.1％）

自
主
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）
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74
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％
）

義務的経費（
34.9％

）

投資的経費（
16.0

％）

■歳出の説明

　歳出決算額は 112億 3589 万円で、
前年度と比べて 1.4％の増加となっ
ています。
　大山開山 1300 年を見据えた大山
参道のにぎわい復活のための複合商
業施設『大山参道市場』建設事業や
情報通信設備の更新整備事業の実施
などが増加の主な要因となっていま
す。

■歳入の説明

　歳入決算額は118億4748万円で、
前年度と比べて 0.2％の減少となっ
ています。減少の主な要因として
は、平成27年度から始まった合併
算定替措置の縮減による普通交付
税の減などによるものです。
　また、このうち町税など自主財
源は全体の 25.5％、地方交付税な
どの依存財源は 74.5％を占めてお
り、町の歳入は地方交付税などに
大きく頼った構造となっていま
す。
　町税、ふるさと納税などの寄附
金、諸収入、使用料及び手数料な
どといった自主財源比率を上げて
いくことが町の課題となっていま
す。

■町民１人当たりの額
昨年度支出した額を、町民１人
当たりの金額で算出すると

68 万 2495 円を支出
※平成30年 3月 31日現在の人口で計算

町の自主財源は 25.5％


